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エ∇ルジョンタイプMD瓦鹿骨パ-テイクルポ- ドの

接着耐久性*1

斉藤藤市*2,渡辺稔彦*2,鈴木滋彦*2

Partic虹BondDurabilityofEmuisifiablePolymeric
MD甘BondedParticleboards*1

FujiichiSA汀0*2,ToshihikoWATANABE*2andShigehikoSuzuKl*2

Todeterminetheparticle-bonddurabilityofemulsirlablepolymericisocyanate(EMDI)bonded

particleboards,theeffectofresincoatingpr()ceduresandmatmoisturecontent(MC)onbond

qua臣ywereexaminedduringacyclicwettinganddringtreatment.Polymericisocyanate(PMDり

andphen()Irorlmaldehyde(PF)resinbondedboardswereusedascontrols.

EMDibondedboardsdecreasedininternalbond(IB)strengthwithincreasingmatMC,EMD王

boardsusedonaloolFosolidbasiswithwaterappliedseparately,showedexceeding王yhigherdry

IB,buttheylostalmostanyadvantageoverotherboardsunderthecyclicexposure.EMDIand

PMDIboardshadthesameproperties,andanimprovementinbondingefTICiencyuslngEMDIwas

notobtained･BothisoeyanateboardsweresuperiorinIBstrengthtoPFboards･Bondqualityof

boardswith24hstoragetimewasreducedsignirlCantlyespeciallyathighermatMC.

エマルジョンタイプ MDIポ- ドの接着耐久性におよぼす レジン塗付方法,マッ ト含水率の影

響を考察 し,そのボー ド性能をPMDl,PFボ- ドと比較 したQ

EMDIボ- ドの接着性能はマッ ト含水率の増加で減少 した｡EMDI原液塗什 水分分離塗付ボ

ー ドは付加的に高い常態は く離強度 を示したが,水分繰返 し処理でその優位性は大部分共われた｡

EMDIポ- ドは PMDlボー ドと同等の接着性能を示 し,希釈の効果は認め られなかった｡EMDl

塗付後,室温で-日貯蔵 した場合,ボー ド性能は,特に高含水率小片で顕著に減少 した.

1.緒 昌

パ-ティクルポ- ドの構造用途への需要拡大をは

かるため,新しい接着剤の導入が種々検討 されてい

るユ)O

ポリメリックMDI(PMDl)の接着性能 について

は,こ れ ま で に 小 片 含 水 率 (MC)2卜8),含 脂

率2ト6)9川H, 小片樹種8),小片形状11㌔ポ ッ トラ イ
74)8),他 レジンとの混用2)3)川 12),熱処理7)13),等の影

響が検討された｡これに対 して,エマルジョンタイ

プMDJ(EMDn に関 しては未だ報告 例 が少 な

*l ReceivedAprilH,1985. この報告の-一一部は第

35回日本木材学会大会 (1985年 4月東京)にて

発表した｡

*2 静岡大学農学部 FacultyorAgriculture,Shizuo-

kaUniversity,Shi7,uOka422

い5)14卜 17), EMDIは水溶性であるため,樹脂の取扱

い,装置の洗濯等の作業性が良好であり,また,希

釈によるレジン塗付効率の向上が期待 される16)｡反

面,レジン塗付後の貯蔵時間が PMDⅠより短かい問

題がある15)16)0

この試験では,EMDI結合パ-ティグルポ- ドの

接着耐久性におよぼすレジン塗付方法,マット含水

率の影響を考察し,合わせて,EMDrポ- ドの接着

性能を PMDⅠボー ド,および,PFボー ドの性能と比

較 した｡

2.試 験 方 法

2.1 供託材料

下記製造条件の実験室製パーティクルボー ドを用

いた｡ボー ドサイズ :10mm x320mm x340mm

(表面未研削),ボー ド比重 :0.7,本柑小片 :ナラを

主とした混合フレ-ク,10メッシュ以下除去 (厚さ
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0.27mmx幅 3.旦mmx長さ17mm),レジンの種
類 と添加率 :D EMDI(日本ポリウレタン工業製コ

ロネ- ト3054),所定量を水に加え(Tablet),高速

TableL Adhesiveeoa血geonditions･

Board Re MatMC Fo.rmulation
% % EMD‡:Water

M 5 8 7 700 : 0
M 音0 8 】0 50 :50
M 丑5 8 l4 36 :62
M 20 8 17 3l :69
M 25 8 23 26 :74
R 6 6 9 43.:56
R 丑0 ー0 9 56 :44

PMDl 8 10 PMD才:AcetOne75 : 25

撹はんで乳化した.なお,求- ドM5はポットライ7

の関係で,EMDⅠ原液と水を分離塗付,添加率は6,

8,10%,2)PMDI(同ミリオネ- ト200),アセ トン

で希釈し,8%添加,3)PFレジン,10%添加,マッ

ト含水率 :初期小片MC2%,監MDI,PMDIの場合,

水分添加,およびエマルジョン中の水分で所定含水

率に調整 (Tablet),熟庄条件 :温度 180℃,圧力

25kgf/cm2,時間6min｡ EMDⅠ塗付後の放置時間は

i-2h,一部,室温(23℃)で24h放置後熱圧したO

2.2 樹脂液の粘度測定

EMDⅠと水の混合比率を変え,横備濃度60,50,

4002joのエマルジョンを調製し,粘度 (20oC)の経時変

化をB型粘度計で測定した｡

2.3 材質試験

I) ボー ド厚さ方向の比重分布

マットMCシリーズ (M5-M25)のポ- ドについ

て,試片 (50mm x300mm)の表面,裏面からボー

ド中央層附近まで,プレーナ切削を順次行ない,ポ

- ド厚さ方向の比重分布を削定したO試片個数は同

一条件で2個｡

2) 曲げ性能

製棟ボー ドより50mmX300mmの曲げ試片を
採取し,25℃,65%RHで調湿後,JISA5908に準 じ

て,曲げ強風 曲げヤング係数を算出した｡試片個

数は同-条件で5個である｡

3) 接着性能

25℃,65%RHで調湿した試片(50mm X50mm)

に減圧 (760mmHg,30min),加圧注水 (3kgf/cm2,

ih)≠乾燥 (60oC, 24h)の水分繰返し処理を0(コ
ン トロール),1,3,5,lOサイクル与え,その間の

1029

長さ,脂,厚さ変化を精度 研 00mmのダイアルゲ…

ジで測定したO所定回数処理した試片を蒋調湿 (r25

｡C,65%RH)徳,封SA5908に準じて,はく離強度(小

片結合力)を測定した｡調片個数は同-条件で 10個

であるo 試片比重が目標ポ- ド比重の踊りに分散し

たので,比重とはく稚強度の回帰直線より比嘉0.7

に補正したo

S.結果と考察

Fig.1にEMD王樹脂エマルジョンの粘度変化(20℃)

を示す050%磯度エマルジョンの粘度は調製時 10セ
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Fig･1･Increaseinviscositywithtime･
Emulsionconcentratiorl:a60%,b50%,and
c40%.

ンチポイズ前後であり,3h程変化が無いが,3.Sh後

急激な粘度上昇が生じ,測定が不可能となったo粘

度が急上昇する時間 (ポットライフ)はエマルジョ

ン濃度に関係し,60%濃度で約 3h,40%強度で約4

hであった｡このため,本実験では,樹月旨液は乳化複

直ちに塗付した｡

Table2に供試ボー ドの曲げ性能を示すoMCシリ

ーズの M5-M25では後述のはく離強度と異なり顕

著な差はみられなかった｡これはFig･2に示したボ

ー ド厚さ方向の比重分布から明らかなように,高含

水率ボー ドの表層附近が高接着性能の低含水率ボー

ドに戟べ高密度に庄締されたためと考えられる｡含
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Legend:Boards,(-〕M5,A M15,['｢M20, and▽
M25.

胴率Iy')ノ勘ま明 らかで,RC10% (RID)ボー ドは6%

(R())雄- 卜に転べ大きい曲げ性能を示 したOレジン

章付緩,室温で 24h放置した場合,Pl(M5とM15

等量〝痛打河､片)ボ- ドでは直ちに軸圧 Lたポ- ド

ヒE:r)差:はみ吊 tないが,高含 水率小片の P2(M20と

M25釣 等闘見合小片)ボ- ドでは曲げ強さ,曲げヤ

二.I/係数が明らかに減少したo

f■ごig.封ま水分繰返 し処理におけるMCシリ-ズ試

片州早さ射 ヒを初期厚さを基準に示 した ものであ

る｡各ボー--トともサ イクル数 とともに非可逆的変形

が増大するが,ポ- ド間では M5ボー ドが境 も安定

してお り,M25ポ- ドはM15,M20ポ- ドより大 き

[木材学会誌 Vol･31,No･12
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Fig.3. EtTectofthenumbersorcycles()nthickness
change.

Legend:Boards,◎Pland冗 P2;LqCeFig.2Lbr
others.

いスプ リン グ バ･L/クを与えたoまた,P2ボ- 行は PI

ポ- ドに較べ極めて大きな厚さ変化を示し,接着性

能の低いことが推定されたoなお,MlOポ- ドは曲

げ性能では識別出来なかったが,この試験で大きな

変動 を示し,製造上のミスが確認されたことから,

以後の考察より除外した｡

Fig.4は所定回数の水分繰返し処理試片の蒋調湿

後の残留厚さ膨張率 (スプリングバック)を示すo

MCシリ-ズでは,マ､日､含水率の増加でスプ リン

グ バ ックが増大したo含脂率6%と1()%の差は明ら

かで,前者が革九 後者はM5ポ- ドに次 ぐ小さい値

を示 した｡また両者の間にPMDI(RC8%上 PF
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(RC10%)ボ- ドが入り,M15,M20ボー ドと同程度

のスプリングバックを与えたQ

Fig.5は水分繰返し条件下での MCシリ-ズ試片
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Legend:Boards,seeFig.2･

の長さ変化を示すO変化幅には差はみられず,また,

いずれもサイクル数とともに長さが非可逆的に減少

した.ボー ド間では高含水率ボー ドでこの傾向が大

きかったOこれはマット熟庄晩 クロスバンディン

グ効果で収縮が拘束きれた小片間に大きい引張 り応

力がセットされた結果と考えられる｡ 同様なことが

Fig.6に示したPFボー ドの結果にもみられたQ即

ち,PFボー ドが他のボー ドに較べて大 きい非可逆

的長さ変形を示すのは,高含水率小片の熟庄時にセ

･ソトされた大きな内部応力が水分処理で解放される

ためであるOなお,長さ膨張率におよぼす含月旨率,

および PMDlとEMDIの差は認められなかった｡

Fig,7はコントロール,および,水分繰返 し処理

におけるサイクル数とはく離強度の関係 を示す｡無

処理のはく離強度についてみると,MCシリーズで

はマット含水率の増加ではく離強度が減少す る｡

MIOが欠けたため,MC10%附近のは く艶強度は不

明であるが,R6とRIOボー ドから10kgf/cm2前後

の値が予想され,M5-M25ボー ド問では M5ボー

ドが他に戟べて付加的に高いはく離強度を示 したと

みることが出来る｡ この原因の一つにボー ドのコア

比重の高いこと(Fig,2)が挙げられるが,比重 とは

く維強度の関係から得られる強度差は,l･Okg砕 m2

2 3 4 5

Numbero†cycles

0 1

Fig･6･Ef指ctofthenumbersofcyclesonlinear
change.

Legend:Boards,seeFig･4･
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Fig･7･ Effectofthenumbersofcyclesoninternal
bondstrength.

Legend:Boards,seeFigs･2･3･and4･

前後であり,これだけでははく離強度の差は説明で

きか -｡レジン塗付後24h放置 したPl(M5十
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M15㌦ P2(M20+M25)杏- ドのはく離強度をそれ

ぞirLの構成小片ボ- ドの強度と比較すると,Pl,P2

求- ドの強度残留率はそれぞれ 49%,26%となり,高

含水率ポ- ドで放置時間の影響が大きいことが知れ

る｡ また,これらの強度低 下は PMD‡で観測された

チ-一夕 4)より数段大きかった.ボー ド材質におよぼ

す小片含水率の影響については,PMDⅠでは余 り重

要でな く,日用 程度の水分が適 当 とみ られてい

る3げは)1川 8)oLかし,EMDIの場合,前述のポ､ソトラ

イブの問題 も含めて,熱圧まで,水分 とイソシアネ

ー トの反応を出来るだけ抑制することが肝要であ

り,小片形状にもよるが,接着性能には低含水率小

片が有効 と考えられたO含脂率の差はスプリングバ

ック(Fig.4)の場合と同様に顕著にみられた｡PMDI

ボ- ドはPFボ- ドより本質的に高い接着性能を示

した｡水分繰返 し処理により,各ボー ドのは く離.檎

度は減少するが,特にM5ボ｢ ドで急激な減少が3

サイクルまでに生じ,高い初期強度の優位性はほと

んど失われた｡

Fig.8は水分繰返 し処理下のは く離強度残留率 と
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Legend:Boards,seeFigs2,3,and4･

サイクル数の関係を示したものであるo MCシl)-
ズでは,M5ボー ド以外はほ とんど同一のパターン

を示 し,同山の接着メカニズムの存在がみとめられ

た｡M5ボー ドは強度残留率が低 く,常態接着力には

耐水性能の低い成分が関与することが分かった｡ 放

置時間の影響は顕著であ り,Pl,P2ボー ドの 10サ

イクル後の強度残留率は 25%と9%となり,低い初

期強度のみならず, 水分繰返 し条件下の耐久性でも

劣ったO含脂率の蓋は歴然であり,RCIO%ポ- ドは

[木村学会誌 Vol･3LNo･12

RC6%ポ- ドに較べ高い接着耐 久性 を示 したo

pMDIボー ドは雨宮脂率ボ- ドの中間に位置し,同

山マ ッ ト含水率の EMDiボー ドと同等の耐久性能

を示したと考えられるOまた,PFボー ドは EMDI,

pMD甘ボ- ドに較べ初期強度では劣るが,安産 Lた

接着性能が確認されたo

Fig.9は水分繰返し処理後のボ- ド厚さ方向のス

uO
!1ua芯
)
皿

I

Fig.9.Effectofspr主ngback on internalbond
retent10n.

Legend:Bards,seeFigs･2,3,and4･

プ リングバックとはく離強度残留率の関係を示す｡

最小 自乗法で求めた剛 帝曲線は次のとお りであるo

logR=1.836-0.023T
R:は く離強度残留率 (渇),T:スプ リングバッ

ク(渇)

前報11)のカラマツ小片等のイソシアネー トボ- ド

の関係式に較べて,強度残留率が全体的に低下 した

が, これは高比重樹種小片ボー ドの小片圧縮比が低

比重樹種小片ボー ドに較べて低いことから厚さ膨張

が小さい19)ことと,高比樹種ポ- ドほ水分処理で大

きいス トレスを受け強度残留率 が低 い20)ため と

考えられるoボー ド問ではM5ポ- ドかこの回帰曲

線から大きく醒脱した｡これは,前述 したように,

付加的に高い小片結合力を示す M5ボー ドの劣化メ

カニズムが他 と大きく異なることを示唆するもので

あり,この間鷺について引続き検討する予定である｡

4. 結 論

エマルジョンタイプ MDIポ- ドの接着耐久性に

およぼすレジン塗付方法,マット含水率の影響を考察

し,さらにPMDI,PFボー ドの接着性能 と比較 し

た｡試験結果の大要は次のとお りである｡

1) EMDⅠボー ドの接着性能はマ ッ ト含水率の

増加で減少した｡

2) EMDI原液塗付,水分分離塗付ボー ドは付加

的に高い常態はく馳強度を示したが,水分練返し処
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理でその優位性は大部分失われた｡

3) EMDIボー ドはPMDIボー ドと同等の接着

性能を示し,希釈の効果は認められなかった｡

4) EMDI,PMDIボー ドはPFボ- ドに較べ高い

はく艶強度を示したが,安定性では PFボー ドが勝

った｡

5) EMDIを小片に塗付後,室温で一日貯蔵 した

場合,ポ- ド性能は特に高含水率′j､片で顕著に減少

した｡
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